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序
章
　
谷
崎
潤
一
郎
と
近
代
映
画
史

1
　
映
画
を
観
る
こ
と
・
語
る
こ
と

映
画
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？

映
画
館
の
闇
か
、
映
写
機
の
中
か
、
フ
ィ
ル
ム
の
上
か
、
記
憶
の
裡
か
―
―
本
書
が
問
う
の
は
、
そ
の
〈
存
在
論
〉
と
切
り
結
ん

だ
谷
崎
潤
一
郎
の
営
為
で
あ
る
。

二
〇
世
紀
初
頭
、
産
声
を
上
げ
た
ば
か
り
の
映
画
は
世
界
各
国
で
興
行
や
表
現
手
段
が
模
索
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
谷
崎
が
産
出
し
た

映
画
言
説
群
は
そ
の
痕
跡
を
、
映
画
史
を
裏
書
き
す
る
形
で
伝
え
て
い
る
。
少
年
期
に
映
画
と
出
会
っ
た
谷
崎
は
や
が
て
小
説
家
と

な
り
、
新
奇
か
つ
蠱
惑
的
な
存
在
を
小
説
に
織
り
込
む
の
み
な
ら
ず
、
専
門
的
な
映
画
論
ま
で
著
し
た
独
学
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
映
画

界
に
買
わ
れ
、
一
九
二
〇
年
に
東
洋
汽
船
の
出
資
の
も
と
設
立
さ
れ
た
大
正
活
動
写
真
株
式
会
社
（
の
ち
、
大
正
活
映
株
式
会
社
と

改
称
。
以
下
、
大
活
と
表
記
）
の
脚
本
部
顧
問
に
招
聘
さ
れ
て
実
作
に
乗
り
出
し
た
。
四
本
の
映
画
を
送
り
出
し
て
一
年
半
ほ
ど
で

会
社
を
離
れ
た
も
の
の
、
映
画
に
ま
つ
わ
る
言
説
を
継
続
し
て
産
出
し
て
い
く
。

映
画
に
憑
か
れ
た
同
時
代
の
作
家
は
多
く
、
と
り
わ
け
大
衆
文
化
を
謳
歌
す
る
青
年
作
家
―
―
谷
崎
の
知
己
佐
藤
春
夫
を
は
じ
め
、
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室
生
犀
星
や
萩
原
朔
太
郎
、
江
戸
川
乱
歩
、
川
端
康
成
、
横
光
利
一
、
稲
垣
足
穂
ら
―
―
が
新
た
な
媒
体
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
て
想

像
力
の
源
泉
と
し
た
。
だ
が
谷
崎
は
映
画
と
い
う
存
在
を
メ
デ
ィ
ア
／
芸
術
／
産
業
面
か
ら
複
層
的
に
捉
え
て
物
語
化
し
た
点
で
、

現
代
に
至
る
文
学
と
映
画
の
協
働
関
係
に
お
け
る
先
駆
の
作
家
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
本
書
で
は
作
家
史
に
そ
の
映
画
体
験

を
還
元
す
る
の
で
は
な
く
マ
ク
ロ
な
言
説
空
間
に
お
い
て
、
映
画
を
観
る
主
体
と
し
て
の
谷
崎
の
有
様
＝
観ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
シ
ツ
プ

客
性
（
ア
ン
・
フ

リ
ー
ド
バ
ー
グ）

1
（

）
と
、
そ
れ
に
伴
う
筆
記
行
為
を
捉
え
た
い
。
そ
こ
で
谷
崎
が
生
成
し
た
映
画
に
関
す
る
情
報
を
含
む
言
説
―
―
映

画
評
論
・
脚
本
・
映
画
小
説
―
―
を
〈
映
画
テ
ク
ス
ト
〉
と
総
称
す
る
。
な
か
で
も
映
画
小
説
に
お
い
て
、
谷
崎
は
映
画
を
単
に
尖

端
的
な
題
材
と
し
て
恣
意
的
に
選
択
し
た
の
で
は
な
く
、
媒
体
的
特
質
や
流
通
過
程
を
有
機
的
に
文
脈
化
し
た
。
映
画
を
観
る
、
あ

る
い
は
消
費
し
、
愛
玩
す
る
行
為
と
空
間
を
そ
の
在
り
方
に
仮
託
し
て
表
象
し
た
の
だ
。

本
書
の
分
析
対
象
と
し
て
は
、
映
像
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ
な
が
ら
も
言
語
の
形
で
し
か
表
象
さ
れ
な
か
っ
た
作
品
群
や
、
芸
術

と
ポ
ル
ノ
の
狭
間
で
踊
る
映
画
関
係
者
を
戯
画
化
し
た
作
品
群
、
ま
た
直
接
的
に
映
画
を
主
題
と
し
な
い
も
の
の
、
谷
崎
の
う
ち
に

育
ま
れ
た
「
映
画
哲
学
」（「
青
塚
氏
の
話
」
一
九
二
六
年
八
―
九
、
一
一
―
一
二
月
）
が
伏
流
す
る
作
品
群
を
俎
上
に
載
せ
る
。

本
書
は
映
画
の
文
化
的
影
響
を
単
に
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
テ
ク
ス
ト
に
表
れ
た
映
画
に
ま
つ
わ
る
思
考
を
追
う
。
映
画
と
い

う
問
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
イ
ツ
ク

題
的
な
存
在
を
谷
崎
は
い
か
に
捉
え
語
り
直
し
た
の
か
。
谷
崎
を
突
き
動
か
し
た
映
画
の
衝
撃
と
欲
望
が
言
説
化
さ
れ
る
プ

ロ
セ
ス
を
跡
づ
け
な
が
ら
、
彼
が
問
う
た
〈
映
画
の
存
在
論
〉
を
考
究
す
る
。

2
　
研
究
史
と
問
題
の
所
在

一
九
五
八
年
、
自
選
に
よ
る
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
を
中
央
公
論
社
か
ら
刊
行
す
る
に
際
し
て
、
谷
崎
は
一
部
の
大
正
期
諸
作
を

「
読
む
に
堪
へ
な
い
」
と
「
葬
り
去
」
っ
た
（
第
一
巻
序
文
、
一
九
五
八
年
一
月）

2
（

）。
こ
の
削
除
が
影
響
し
て
か
、
谷
崎
没
後
の
作
家

研
究
で
は
作
品
を
最
も
多
産
し
た
大
正
期
―
―
否
、
作
品
数
と
完
成
度
が
反
比
例
す
る
と
見
ら
れ
て
か
―
―
は
、
既
成
作
家
と
し
て
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の
地
位
と
評
価
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
昭
和
期
の
足
が
か
り
と
な
る
模
索
期
だ
っ
た
と
価
値
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
浅
草
や
横
浜
に

お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
へ
の
耽
溺
か
ら
、
関
東
大
震
災
を
経
て
移
住
し
た
関
西
に
根
づ
く
日
本
の
古
典
・
歴
史
・

文
化
へ
の
傾
倒
と
い
っ
た
作
風
変
化
の
面
で
も
、
谷
崎
の
大
正
期
／
昭
和
期
に
は
切
れ
目
が
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
前
者
の
浅
薄
な
西

洋
志
向
に
は
批
判
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
大
正
期
に
一
時
表
れ
た
中
国
趣
味
も
含
め
、
昭
和
期
の
日
本
趣
味
に
も

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
ま
な
ざ
し
が
注
が
れ
続
け
た
点
は
視
野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
な
か
で
一
貫
し
て
焦
点
を
当
て

ら
れ
た
の
が
女
性
身
体
お
よ
び
保
守
的
規
範
か
ら
逸
脱
す
る
性
関
係
で
あ
る
。
芝
居
や
浮
世
絵
か
ら
抜
け
出
た
が
ご
と
き
毒
婦
、
あ

る
い
は
Ｒ
・
Ｖ
・
ク
ラ
フ
ト
゠
エ
ビ
ン
グ
『
変
態
性
欲
心
理
』（
一
八
八
六
年
）
の
症
例
を
思
わ
せ
る
嗜
虐
的
な
少
女
、
イ
ン
セ
ス

ト
・
タ
ブ
ー
と
の
緊
張
関
係
に
あ
る
母
（
義
母
）
へ
の
思
慕）

3
（

、
靄
が
か
る
古
典
世
界
に
生
き
る
臈ろ
う

長た

け
た
貴
人
。
刹
那
的
〈
宿
命
の

女
〉
と
、
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
あ
る
い
は
フ
ァ
ウ
ス
ト
的
〈
永
遠
女
性
〉
と
の
あ
い
だ
を
揺
れ
動
き
な
が
ら
、
欲
望
を
動
力
源
と
し

て
弛
ま
ず
語
り
書
き
継
い
で
き
た
貪
欲
さ
を
中
上
健
次
は
「
物
語
の
ブ
タ
」
と
評
し
た
（「
物
語
の
系
譜
」
一
九
七
九
年
三
月）

4
（

）。

平
成
に
至
っ
て
テ
ク
ス
ト
論
・
文
カ
ル
チ
ユ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
イ
ー
ズ

化
研
究
的
解
釈
が
活
発
化
し
、
大
正
期
諸
作
の
読
み
直
し
が
図
ら
れ
る
な
か
で
前
景
化
し

た
の
が
そ
の
映
画
体
験
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
九
七
〇
年
代
か
ら
谷
崎
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
千
葉
俊
二
は
先
駆
的
に
、
映
画
小
説

「
青
塚
氏
の
話
」
を
媒
介
と
し
て
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
的
観
点
の
も
と
谷
崎
の
大
正
期
と
昭
和
期
を
架
橋
す
る
。
多
岐
に
わ
た
る
谷
崎
の

映
画
言
説
を
掬
い
上
げ
て
体
系
化
し
、『
谷
崎
潤
一
郎
―
―
狐
と
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
』（
小
沢
書
店
、
一
九
九
四
年
六
月
）
で
は
虚
実
皮
膜

の
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
谷
崎
が
得
た
イ
メ
ー
ジ
と
文
学
的
方
法
を
作
家
史
の
な
か
で
意
義
づ
け
た
。

谷
崎
と
映
画
の
蜜
月
を
研
究
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
は
、
映
画
の
友
社
（
前
、
映
画
世
界
社
）
を
主
宰
し

た
橘
弘
一
郎
が
編
ん
だ
『
谷
崎
潤
一
郎
先
生
著
書
総
目
録
　
別
巻  
演
劇  

映
画
篇
』（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
吾
八
、
一
九
六
六
年
一
〇
月
）

で
、
大
活
の
フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
関
係
者
の
証
言
が
豊
富
な
写
真
資
料
と
併
せ
て
整
理
さ
れ
た
。
続
く
山
本
喜
久
男
「
大
活
時
代

の
谷
崎
潤
一
郎
」（『
比
較
文
学
年
誌
』
一
九
六
七
年
七
月
）
は
同
時
代
映
画
と
谷
崎
の
映
画
言
説
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
も
の
と
し

て
嚆
矢
で
あ
る
。
岡
部
龍
編
『
日
本
映
画
史
素
稿
8  

資
料  

帰
山
教
正
と
ト
ー
マ
ス
栗
原
の
業
跡
―
―
天
活
（
国
活
）
と
大
活
の
動
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向
』（
フ
イ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
、
一
九
七
三
年
四
月
）
も
同
時
代
の
映
画
雑
誌
か
ら
関
係
資
料
を
渉
猟
し
た
も
の
と
し

て
有
用
だ
が
引
用
に
不
備
が
多
く
、
本
書
で
は
改
め
て
一
次
資
料
を
精
査
し
た
。
田
代
慶
一
郎
「
大
正
の
ロ
マ
ン
」（
嶋
田
厚
・
野

田
茂
徳
・
田
代
慶
一
郎
・
飯
沢
耕
太
郎
・
宮
田
登
『
大
正
感
情
史
』
日
本
書
籍
、
一
九
七
九
年
一
〇
月
）
は
谷
崎
が
携
わ
っ
た
映
画

を
つ
ぶ
さ
に
レ
ビ
ュ
ー
し
、
千
葉
伸
夫
『
映
画
と
谷
崎
』（
青
蛙
房
、
一
九
八
九
年
一
二
月
）
は
標
題
の
と
お
り
両
者
の
関
係
を
通

史
的
に
論
究
す
る
初
め
て
の
包
括
的
な
研
究
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
。
大
活
自
体
の
営
為
や
戦
略
の
史
的
意
義
は
小
松
弘
「
ヒ
ス
ト
リ

オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
概
念
の
複
数
性
―
―
大
活
を
歴
史
化
す
る
た
め
に
」（『
映
画
学
』
一
九
九
九
年
一
二
月
）
を
は
じ
め
、
大
活
の
監

督
ト
ー
マ
ス
栗
原
喜
三
郎
の
足
跡
を
調
査
し
た
服
部
宏
『
ト
ー
マ
ス
栗
原
―
―
日
本
映
画
の
革
命
児
』（
夢
工
房
、
二
〇
〇
五
年
一

〇
月
）、
そ
の
監
督
活
動
の
内
実
や
作
風
、
功
績
を
明
ら
か
に
し
た
平
野
正
裕
「
大
正
期
横
浜
に
お
け
る
映
画
製
作
と
「
純
映
画
劇

運
動
」
―
―
大
正
活
映
と
ト
ー
マ
ス
栗
原
、
あ
る
い
は
日
本
に
お
け
る
映
画
監
督
の
誕
生
」（『
横
浜
開
港
資
料
館
紀
要
』
二
〇
〇
七

年
三
月
）、
東
洋
汽
船
が
展
開
し
た
い
ち
事
業
と
し
て
の
大
活
を
捉
え
た
松
浦
章
・
笹
川
慶
子
『
東
洋
汽
船
と
映
画
』（
関
西
大
学
出

版
部
、
二
〇
一
六
年
九
月
）
に
詳
し
い
。

再
び
文
学
研
究
者
に
よ
る
蓄
積
を
編
年
的
に
振
り
返
る
。
谷
崎
の
映
画
論
は
散
逸
し
て
い
た
も
の
が
多
い
が
、
永
栄
啓
伸
（「
谷

崎
潤
一
郎
と
映
画
に
つ
い
て
―
―
全
集
未
収
録
逸
文
を
中
心
に
」、『
皇
學
館
論
叢
』
一
九
八
八
年
四
月
）
や
山
中
剛
史
（
後
述
）
ら

に
よ
り
発
掘
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
一
七
年
に
か
け
て
中
央
公
論
新
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
に
お
い
て

す
べ
て
が
揃
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

存
在
は
知
ら
れ
な
が
ら
も
長
ら
く
埋
も
れ
て
き
た
映
画
論
「
映
画
の
将
来
」（
一
九
二
一
年
七
月
）
を
発
見
し
た
山
中
は
、
取
り

こ
ぼ
さ
れ
て
き
た
同
時
代
言
説
の
渉
猟
に
よ
る
実
証
研
究
を
進
め
、
書
誌
学
や
芸
術
学
お
よ
び
映
画
学
的
視
座
を
援
用
し
た
広
範
な

議
論
を
展
開
し
た
。
博
士
論
文
『
谷
崎
潤
一
郎
研
究
―
―
大
正
期
に
お
け
る
西
洋
芸
術
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
』（
日
本
大
学
大

学
院
芸
術
学
研
究
科
、
二
〇
〇
二
年
一
月
）
は
、
谷
崎
と
映
画
の
関
わ
り
を
捉
え
る
研
究
に
お
い
て
最
も
精
密
な
も
の
だ
と
い
え
る
。

本
書
は
山
中
論
文
の
教
示
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
そ
の
成
果
を
継
承
し
な
が
ら
新
た
な
視
座
を
提
示
す
る
。
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精
神
分
析
学
的
観
点
か
ら
谷
崎
自
身
お
よ
び
そ
の
テ
ク
ス
ト
へ
緻
密
な
分
析
を
加
え
た
細
江
光
『
谷
崎
潤
一
郎
―
―
深
層
の
レ
ト

リ
ッ
ク
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
も
谷
崎
が
受
容
し
た
映
画
・
映
画
雑
誌
に
関
す
る
情
報
や
小
説
表
現
の
典
拠
を
精
査

し
た
大
著
で
あ
る
。
本
書
で
は
細
江
の
調
査
を
参
照
し
た
う
え
で
発
展
的
に
補
っ
て
い
く
。

〈
谷
崎
潤
一
郎
〉
と
い
う
作
家
が
形
成
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
追
う
『
谷
崎
潤
一
郎
―
―
自
己
劇
化
の
文
学
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇

一
年
六
月
）
を
著
し
た
明
里
千
章
は
谷
崎
の
映
画
体
験
に
関
し
て
も
論
考
を
重
ね）

5
（

、
構
想
段
階
で
頓
挫
し
た
映
画
の
史
的
意
義
を
実

証
し
た
（「
人
面
疽
の
囁
き
―
―
谷
崎
潤
一
郎
が
作
れ
な
か
っ
た
映
画
」、『
昭
和
文
学
研
究
』
二
〇
〇
六
年
九
月
）。
本
書
第
Ⅰ
部
は

明
里
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
作
中
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
映
画
の
コ
ー
ド
を
も
と
に
テ
ク
ス
ト
解
釈
を
施

す
方
法
は
明
里
『
村
上
春
樹
の
映
画
記
号
学
』（
若
草
書
房
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）
か
ら
着
想
を
得
た
。

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
お
い
て
文
学
と
「
異
界
」
が
対
峙
す
る
系
譜
の
な
か
に
谷
崎
の
映
画
言
説
を
位
置
づ
け
た
の

が
坪
井
秀
人
「
山
と
シ
ネ
マ
と
―
―〈
故
郷
を
失
っ
た
文
学
〉
と
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
の
異
界
」（『
感
覚
の
近
代
―
―
声
・
身
体
・

表
象
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
二
月）

6
（

）
で
あ
る
。「
異
界
が
不
可
視
化
」
し
た
近
代
に
お
い
て
谷
崎
は
映
像
と
現
実

を
「
同
化
＝
分
身
化
さ
せ
る
」
こ
と
で
「
異
形
性
を
喚
起
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
近
代
が
喪
失
し
た
異
界
の
ア
ウ
ラ
を
か
ろ
う
じ
て

甦
ら
せ
」
た
。
ド
イ
ツ
の
初
期
の
分
身
映
画
『
プ
ラ
ー
グ
の
大
学
生
』（
シ
ュ
テ
ラ
ン
・
ラ
イ
、
独
＝
一
九
一
三
年
、
日
＝
一
九
一

四
年
）
や
表
現
主
義
映
画
『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』（
ロ
ベ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ー
ネ
、
独
＝
一
九
二
〇
年
、
日
＝
一
九
二
一
年
）
等
に
表
れ
た

「
視
線
の
異
形
性
、
そ
の
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
」
へ
の
感
受
性
が
谷
崎
に
映
画
を
方
法
論
的
に
摂
取
さ
せ
た
と
評
し
た
。

技
術
革
新
の
う
え
に
成
り
立
つ
近
代
特
有
の
「
異
界
」
へ
の
通
路
と
し
て
最
も
身
近
に
開
け
て
い
た
映
画
館
の
様
相
は
、
十
重
田

裕
一
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
て
き
た
（
十
重
田
裕
一
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化  

19  

映
画
館
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇

六
年
五
月
な
ど
）。
十
重
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
谷
崎
は
浅
草
六
区
の
興
行
街
を
は
じ
め
東
京
各
地
に
増
加
す
る
映
画
館
施
設
の

波
及
力
に
も
細
や
か
に
目
配
り
し
て
い
た
。
映
画
館
へ
の
参
集
は
明
治
末
期
以
降
に
新
た
な
娯
楽
・
文
化
体
験
か
つ
習
慣
と
し
て
広

く
大
衆
に
浸
透
し
て
い
た
行
為
で
あ
り
、
張
栄
順
『
谷
崎
潤
一
郎
と
大
正
期
の
大
衆
文
化
表
象
―
―
女
性
・
浅
草
・
異
国
』（
어
문
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학
사
（
語
文
学
社
）、
二
〇
〇
八
年
六
月
）
が
そ
の
圏
域
に
お
け
る
谷
崎
の
映
画
的
想
像
力
を
検
討
し
た
。

映
画
が
大
衆
文
化
と
し
て
花
開
く
一
方
、
一
九
一
八
年
ご
ろ
か
ら
始
動
す
る
日
本
映
画
の
改
革
運
動
、
い
わ
ゆ
る
純
映
画
劇
運

動
の
枠
組
み
に
お
け
る
大
活
の
国
内
／
国
際
戦
略
と
主
題
系
を
確
認
し
た
五
味
渕
典
嗣
は
、
初
め
の
映
画
『
ア
マ
チ
ユ
ア
倶
楽
部
』

（
ト
ー
マ
ス
栗
原
、
一
九
二
〇
年
。
脚
本
連
載
は
一
九
二
一
年
六
―
一
〇
月
）
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
「
複
製
技
術
」

（
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
）
で
あ
る
「
新
興
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
映
画
を
再
帰
的
に
つ
か
み
取
る
た
め
の
考
察
」
を
看
取
し
た
。

さ
ら
に
谷
崎
の
映
画
テ
ク
ス
ト
を
「
ま
が
い
も
の
め
い
た
複
製
の
乱
舞
す
る
物
語
」
と
読
み
、
そ
の
延
長
に
、
大
正
期
谷
崎
の
集

大
成
と
さ
れ
る
「
痴
人
の
愛
」（
一
九
二
四
年
三
月
二
〇
日
―
六
月
一
四
日
、
同
年
一
一
月
―
一
九
二
五
年
七
月
）
を
位
置
づ
け
た

（『
言
葉
を
食
べ
る
―
―
谷
崎
潤
一
郎
、
一
九
二
〇
〜
一
九
三
一
』
世
織
書
房
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月）

7
（

）。

千
葉
俊
二
に
続
き
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
と
映
画
の
相
同
性
に
着
目
す
る
西
野
厚
志
は
、
映
画
と
い
う
存
在
が
本
質
的
に
は
ら
む
危
険
性

＝
（
フ
ィ
ル
ム
の
）
炎
上
可
能
性
を
見
出
し
、フ
ィ
ル
ム
の
消
滅
に
伴
い
生
じ
る
「
視
覚
の
零
度
」
が
昭
和
期
谷
崎
に
お
け
る
盲
目
表

象
に
昇
華
さ
れ
る
と
い
う
議
論
を
提
出
す
る
。
ま
た
映
画
フ
ィ
ル
ム
と
い
う
物
質
自
体
が
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
対
象
た
り
う
る
と
の

指
摘
（「
明
視
と
盲
目
、
あ
る
い
は
視
覚
の
二
種
の
混
乱
に
つ
い
て
―
―
谷
崎
潤
一
郎
の
プ
ラ
ト
ン
受
容
と
そ
の
映
画
的
表
現
」、『
日

本
近
代
文
学
』
二
〇
一
三
年
五
月）

8
（

）
は
示
唆
に
富
み
、
本
書
第
四
章
は
こ
の
観
点
を
映
画
の
メ
タ
的
な
存
在
論
に
敷
衍
し
て
論
じ
た
。

谷
崎
の
映
画
テ
ク
ス
ト
は
作
家
研
究
の
枠
組
み
で
参
照
さ
れ
る
に
留
ま
る
ケ
ー
ス
が
多
数
を
占
め
る
も
の
の
、
柴
田
希
は
、
そ
れ

が
谷
崎
の
芸
術
観
を
形
作
る
に
至
る
言
説
で
あ
る
こ
と
を
系
統
立
て
て
論
証
し
て
き
た）

9
（

。
な
か
で
も
、
初
め
の
映
画
論
「
活
動
写
真

の
現
在
と
将
来
」（
一
九
一
七
年
九
月
）
で
谷
崎
が
提
言
し
た
映
画
の
特
質
「C

rystallization

」
―
―
対
象
を
「
純
化
」
す
る
方
法

―
―
が
谷
崎
文
学
に
一
貫
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
「
谷
崎
潤
一
郎
と
映
画
│
│
〈C

rystallization

〉
が
照
射
す
る

藝
術
表
象
の
煩
悶
」（『
日
本
文
学
』
二
〇
一
六
年
二
月
）
は
、
谷
崎
特
有
の
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
＝
イ
デ
ア
論
が
ね
じ
れ

0

0

0

を
孕
ん
だ
概
念

で
あ
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
重
要
な
観
点
と
な
ろ
う
。

昭
和
期
に
お
け
る
谷
崎
と
映
画
の
関
わ
り
は
解
明
の
余
地
を
残
す
が
、
関
礼
子
は
「
春
琴
抄
」（
一
九
三
三
年
六
月
）
が
一
九
三
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五
年
に
松
竹
で
映
画
化
さ
れ
た
こ
と
を
軸
に
、
三
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
映
画
の
国
策
化
の
傍
ら
で
谷
崎
が
映
画
と
距
離
を
置
い

た
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
た
（「
音ト
ー
キ
ー画

の
歓
び
／
音
画
の
陥
穽
―
―
一
九
三
〇
年
代
の
谷
崎
潤
一
郎
と
映シ
ネ
マ画

」、『
女
性
表
象
の
近
代

―
―
文
学
・
記
憶
・
視
覚
像
』
翰
林
書
房
、
二
〇
一
一
年
五
月
）。

国
際
的
に
も
谷
崎
の
映
画
テ
ク
ス
ト
は
関
心
を
集
め
て
き
た
。
一
九
九
五
年
に
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
大
学
で
催
さ
れ
た
「
谷
崎
潤
一
郎

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、
日
本
映
画
史
研
究
に
寄
与
し
た
ド
ナ
ル
ド
・
リ
チ
ー
が
、
自
作
の
映
画
化
を
批
判
し
た
谷
崎
の
態
度

に
映
画
リ
テ
ラ
シ
ー
の
表
れ
を
看
取
し
た
（「
谷
崎
潤
一
郎
―
―
作
品
の
映
画
化
を
め
ぐ
っ
て
」、
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
・
ボ
ス
カ
ロ
ほ
か

『
谷
崎
潤
一
郎
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
七
年
七
月
）。
ま
た
ジ
ョ
ア
ン
・
Ｒ
・
バ
ー
ナ
ー
デ
ィ
は
純
映
画
劇
運

動
に
お
け
る
谷
崎
の
位
置
づ
け
を
概
括
し
（「
文
学
的
連
環
―
―
谷
崎
潤
一
郎
と
「
純
映
画
劇
」
運
動
」、
同
書
所
収
）、
の
ち
に
刊

行
さ
れ
たW

riting in Light: The Silent Scenario and the Japanese Pure Film
 M

ovem
ent, W

ayne State U
niversity Press, 2001.

で
も
谷
崎
の
映
画
脚
本
に
論
及
し
た
。

日
本
の
表
象
文
化
を
研
究
対
象
と
す
る
ト
ー
マ
ス
・
ラ
マ
ー
ル
は
、
谷
崎
の
映
画
テ
ク
ス
ト
を
通
史
的
に
翻
訳
・
考
察
し
た
。
特

筆
す
べ
き
は
脚
本
「
ア
マ
チ
ユ
ア
倶
楽
部
」「
雛
祭
の
夜
」（
一
九
二
三
年
九
月
、
一
九
二
四
年
九
月
）
お
よ
び
「
蛇
性
の
婬
」（
一

九
二
二
年
二
―
四
月
）
の
構
造
・
表
現
分
析
で
あ
る
。
谷
崎
の
映
画
観
を
昭
和
期
以
降
の
東
洋
的
美
学
と
の
連
続
性
の
う
ち
に
捉

え
直
す
視
座
は
作
家
研
究
に
お
い
て
も
有
効
だ
ろ
う
（Shadow

s on the Screen: Tanizaki Jun’ichirō on C
inem

a and “O
riental” 

Aesthetics, U
niversity of M

ichigan Press, 2005.

）。

二
〇
〇
七
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
大
学
（IN

A
LC

O

）
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
で
「
谷
崎
潤
一
郎
パ
リ
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム  

谷
崎
潤
一
郎
―
―
境
界
を
超
え
て
」
が
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
新
た
な
観
点
を
示
し
た
の
が
鈴
木
登
美
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
リ

ジ
リ
ー
で
あ
る
。
鈴
木
は
ロ
ー
ラ
・
マ
ル
ヴ
ィ
、
ゲ
イ
リ
ン
・
ス
タ
ド
ラ
ー
ら
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
映
画
理
論
や
ト
ム
・
ガ
ニ
ン
グ
の

初
期
映
画
論
を
援
用
し
な
が
ら
、
短
篇
「
秘
密
」（
一
九
一
一
年
一
一
月
）
の
男
性
主
人
公
に
お
け
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
可
動
性
」
を

ふ
ま
え
て
、谷
崎
文
学
に
通
底
す
る
マ
ゾ
ヒ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
快
楽
は
映
画
体
験
に
よ
っ
て
も
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
と
考
察
し
た
（「
ジ
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ェ
ン
ダ
ー
越
境
の
魅
惑
と
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
美
学
―
―
谷
崎
初
期
作
品
に
お
け
る
演
劇
的
・
映
画
的
快
楽）

10
（

」）。
リ
ジ
リ
ー
は
「
映
画
の
影

の
下
」
で
小
説
を
書
く
行
為
自
体
に
「
テ
ク
ス
ト
そ
れ
自
身
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
強
化
」
す
る
「
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
な
方
法
」
を
見

出
し
た
（「
谷
崎
文
学
に
お
け
る
映
画
的
「
現
実
効
果）

11
（

」」）。

二
〇
一
五
年
に
上
海
・
同
済
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
谷
崎
潤
一
郎
没
後
五
〇
年  

上
海
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
物
語
の
力
」」
で
も
、

柴
田
希
「
谷
崎
潤
一
郎
と
室
生
犀
星
―
―
ヤ
ニ
ン
グ
ス
・『
ヴ
ァ
リ
エ
テ
』・
映
画
を
手
掛
か
り
に）

12
（

」
や
、
谷
崎
の
映
画
論
を
世
紀
末

芸
術
論
や
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の
圏
内
で
読
み
直
す）

13
（

佐
藤
未
央
子
「
谷
崎
潤
一
郎
の
〈
映
画
哲
学
〉
再
考
―
―
大
正
期
映
画
・
芸
術
言

説
を
手
が
か
り
と
し
て
」
の
報
告
を
も
と
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

二
〇
一
八
年
一
一
月
に
は
、
ア
ー
ロ
ン
・
ジ
ェ
ロ
ー
お
よ
び
岩
本
憲
児
と
、
マ
ー
ク
・
ノ
ー
ネ
ス
の
編
纂
に
な
る
『
日
本
戦
前
映

画
論
集
―
―
映
画
理
論
の
再
発
見
』（
ゆ
ま
に
書
房
）
に
前
掲
「
活
動
写
真
の
現
在
と
将
来
」
が
再
録
さ
れ
た
。
国
外
に
お
い
て
ま

す
ま
す
活
性
化
す
る
日
本
映
画
研
究
の
圏
域
の
な
か
に
も
、
谷
崎
は
確
か
に
位
置
し
て
い
る
。
表
現
者
と
し
て
の
谷
崎
が
「
境
界
を

超
え
」
続
け
た
よ
う
に
、
や
は
り
そ
の
テ
ク
ス
ト
も
領
域
横
断
的
な
検
討
が
加
え
ら
れ
、
文
学
／
映
画
研
究
の
枠
組
み
を
截
然
と

切
り
分
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
も
あ
る
野
崎
歓
は
谷
崎
の
「
映
画
的
言
語
の
顕
現
」
と
し
て
、
初
め
の
映
画
小

説
「
人
面
疽
」（
一
九
一
八
年
三
月
）
を
中
心
に
映
画
テ
ク
ス
ト
を
並
べ
、
映
画
メ
デ
ィ
ア
の
強
い
波
及
力
や
独
立
し
た
女
優
身
体

の
「
逞
し
さ
」
を
看
取
し
な
が
ら
、
谷
崎
の
映
画
体
験
に
キ
ャ
リ
ア
的
活
路
を
見
出
し
た
（「
映
画
的
言
語
の
実
験
―
―「
人
面
疽
」」、

『
谷
崎
潤
一
郎
と
異
国
の
言
語
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）。
戦
前
期
に
お
け
る
ス
タ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
の
流
通
を
跡
づ
け
た
藤

木
秀
朗
『
増
殖
す
る
ペ
ル
ソ
ナ
―
―
映
画
ス
タ
ー
ダ
ム
の
成
立
と
日
本
近
代
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
は
、

谷
崎
の
諸
作
品
に
表
れ
た
女
優
に
ま
つ
わ
る
言
説
は
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
「「
西
洋
」
の
ス
タ
ー
」
形
成
の
文
脈
生
成
に
関
わ

り
、
な
お
か
つ
ス
タ
ー
女
優
へ
の
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
再
生
産
し
た
も
の
で
あ
る
と
読
む
。
映
画
を
は
じ
め
広
く
表
象
文
化
を
批

評
し
て
き
た
四
方
田
犬
彦
は
日
本
近
代
文
学
と
映
画
の
相
互
扶
助
に
関
す
る
議
論
を
展
開
す
る
な
か
で）

14
（

、『
ア
マ
チ
ユ
ア
倶
楽
部
』

に
主
演
し
た
女
優
葉
山
三
千
子
こ
と
石
川
せ
い
子
―
―
谷
崎
の
義
妹
か
つ
愛
人
で
も
あ
っ
た
―
―
の
人
生
を
辿
り
な
が
ら
、「
人
面
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疽
」
が
表
象
す
る
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
な
主
題
系
へ
切
り
込
み
、
谷
崎
の
設
定
し
た
「
映
画
と
は
何
か
と
い
う
形
而
上
学
的
な
問
い
」

の
痕
跡
を
看
取
し
た
（「
谷
崎
潤
一
郎  1918

」、『
署
名
は
カ
リ
ガ
リ
―
―
大
正
時
代
の
映
画
と
前
衛
主
義
』
新
潮
社
、
二
〇
一
六
年

一
一
月
）。
美
学
者
の
谷
川
渥
は
谷
崎
の
身
体
美
学
を
継
続
的
に
俎
上
に
載
せ
、
大
正
期
谷
崎
が
表
し
た
「
日
本
人
離
れ
」
し
た
女

性
身
体
と
人
魚
や
女
優
イ
メ
ー
ジ
の
共
犯
性
、
大
正
期
か
ら
昭
和
期
ま
で
一
貫
し
て
表
れ
て
く
る
「
白
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
の
問

題
系
を
論
じ
て
き
た
（「
谷
崎
潤
一
郎
―
―
女
の
図
像
学
」、『
游
魚
』
二
〇
一
六
年
九
月
な
ど）

15
（

）。
本
書
で
美
学
的
視
座
か
ら
論
じ
る

に
際
し
て
は
谷
川
の
諸
論
考
か
ら
多
く
の
教
示
を
得
た
。

以
上
、
こ
こ
で
は
主
要
論
文
の
み
概
括
し
た
。
そ
の
ほ
か
は
本
論
中
で
逐
一
参
照
す
る）

16
（

。

3
　
本
書
の
方
法
と
構
成

谷
崎
と
映
画
の
相
互
関
係
を
め
ぐ
る
研
究
は
着
実
に
成
果
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
主
に
問
わ
れ
た
の
は
、
言
語
を
扱
う
小
説
家
業

の
傍
ら
で
な
ぜ
映
画
へ
進
出
し
た
か
、
そ
し
て
映
画
か
ら
持
ち
帰
っ
た
も
の
は
何
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
の
体
験
は
「
文
学

で
ス
ラ
ン
プ
に
落
ち
入
っ
た
谷
崎
の
あ
が
き
」（
千
葉
伸
夫）

17
（

）、
あ
る
い
は
逃
避
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
言
語

に
よ
り
視
覚
美
を
描
出
せ
ん
と
し
て
ア
ポ
リ
ア
に
陥
っ
て
い
た
谷
崎
に
与
え
ら
れ
た
新
た
な
手
段
だ
っ
た
と
す
る
見
方
が
主
流
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
豊
富
な
映
画
体
験
が
文
学
的
営
為
に
も
寄
与
し
た
と
肯
定
的
に
意
味
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
本
書
も
同
様
の
立
場
を

と
る
。

た
だ
し
先
行
研
究
で
は
谷
崎
の
映
画
観
を
も
っ
て
作
品
を
批
評
す
る
傾
向
に
あ
り
、〈
映
画
〉
と
い
う
多
様
な
問
題
性
を
は
ら
む

新
興
媒
体
が
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
働
く
力
学
を
解
く
方
法
は
検
討
の
余
地
を
残
す
。
そ
こ
で
本
書
は
間
テ
ク
ス
ト
的
に
谷
崎
の
映
画

テ
ク
ス
ト
を
扱
い
、
言
及
さ
れ
た
映
画
情
報
―
―
作
品
や
俳
優
、
技
法
等
―
―
を
コ
ー
ド
と
し
て
捉
え
な
が
ら
、
そ
れ
が
形
成
す
る

文
脈
を
跡
づ
け
て
い
く
。
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谷
崎
が
作
品
中
で
ペ
ダ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に
引
用
す
る
種
々
の
情
報
に
関
す
る
注
釈
的
研
究
も
未
だ
途
上
に
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
基

礎
的
作
業
と
し
て
、
同
時
代
の
映
画
雑
誌
や
書
籍
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
ノ
ン
フ
ィ
ル
ム
資
料
お
よ
び
国
内
外
の
映
像
資
料
の
網
羅

的
な
調
査
に
よ
っ
て
、
映
画
テ
ク
ス
ト
内
で
言
及
さ
れ
た
映
画
や
俳
優
、
映
画
館
等
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
言
及
さ
れ
た

映
画
の
う
ち
現
存
す
る
も
の
は
谷
崎
の
記
述
と
照
合
し
、
引
用
や
批
評
の
妥
当
性
を
検
証
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
谷
崎
が
各
所
で
言
及

す
る
映
画
の
情
報
は
単
発
的
あ
る
い
は
断
片
的
な
も
の
で
は
な
く
、
体
系
化
か
つ
組
織
化
さ
れ
た
知
見
で
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た）

18
（

。

以
上
の
実
証
的
検
討
に
加
え
、
映
画
の
技
術
的
発
達
と
と
も
に
展
開
し
て
い
く
映
画
理
論
と
の
比
較
お
よ
び
相
対
化
も
図
っ
た
。

映
画
＝
芸
術
で
あ
る
と
主
張
す
る
理
論
は
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
美
学
者
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ゲ
が
唱
え
た
映
画
の
非
芸
術
性）

19
（

に
異
議
を
申
し
立
て
る
形
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
確
立
さ
れ
て
い
く
。
リ
ッ
チ
ョ
ッ
ト
・
カ
ニ
ュ
ー
ド
『
第
七
芸
術
宣
言
』（
一

九
一
一
年
）
や
ル
イ
・
デ
リ
ュ
ッ
ク
『
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ー
』（
一
九
二
〇
年
）、
ベ
ラ
・
バ
ラ
ー
ジ
ュ
『
視
覚
的
人
間
』（
一
九
二
四

年
）
が
代
表
的
だ
が
、
谷
崎
が
純
映
画
劇
運
動
の
枠
組
み
の
な
か
で
説
く
映
画
芸
術
化
論
も
こ
れ
ら
と
共
時
的
な
も
の
だ
。
本
書
で

は
さ
ら
に
、
如
上
の
映
画
理
論
と
は
異
な
る
視
座
か
ら
映
画
の
存
在
を
捉
え
ん
と
し
た
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
『
物
質
と
記
憶
』

（
一
八
九
六
年
）、『
創
造
的
進
化
』（
一
九
〇
七
年
）
等
を
援
用
し
、
芸
術
と
い
う
枠
組
み
に
収
ま
ら
ぬ
映
画
の
有
様
を
谷
崎
テ
ク
ス

ト
に
見
出
し
て
い
く
。
さ
ら
に
戦
後
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
映
画
論
や
映
画
装
置
論
を
視
座
と
し
て
、
谷
崎
映
画
テ
ク
ス
ト
に
内
包
さ
れ

る
男
性
観
客
の
視
線
（“m

ale g

）
20
（

aze”

）
や
映
画
上
映
の
現
場
性
お
よ
び
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
い
か
に
言
説
化
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か

に
し
た
。
ま
た
映
画
学
的
視
座
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
広
域
的
な
思
想
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
従
来
谷
崎
の
映
画
テ
ク
ス
ト

に
積
極
的
に
見
出
さ
れ
て
き
た
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
・
イ
デ
ア
論
の
実
態
を
批
判
的
に
検
証
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
り
、
作
中
で
映

画
が
有
機
的
に
形
成
し
た
文
コ
ン
テ
ク
ス
ト
脈
を
再
構
築
し
て
テ
ク
ス
ト
を
同
時
代
の
言
説
空
間
に
配
置
し
、
谷
崎
の
営
為
を
共
時
的
か
つ
通
時
的

に
相
対
化
し
て
い
く
。

第
Ⅰ
部
で
は
日
本
近
代
映
画
史
に
お
け
る
谷
崎
の
営
為
と
そ
の
尖
鋭
性
／
限
界
性
を
追
う
。
第
一
章
で
は
戦
前
期
に
お
け
る
谷
崎
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と
映
画
の
関
わ
り
を
通
史
的
に
跡
づ
け
る
。
先
行
研
究
に
加
え
新
資
料
も
参
照
し
、
以
降
の
論
証
の
前
提
と
な
す
。
第
二
章
で
は

「
人
面
疽
」
の
映
画
化
が
大
活
で
企
画
さ
れ
た
状
況
を
検
証
し
、
映
画
界
か
ら
の
期
待
や
作
品
の
批
評
的
意
義
を
確
認
す
る
。
第
三

章
で
は
谷
崎
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
「
月
の
囁
き
」（
一
九
二
一
年
一
―
二
、
四
月
）
に
お
い
て
、
映
画
の
媒
体
的
特
質
が
メ
タ
的
に

表
象
さ
れ
る
さ
ま
を
分
析
す
る
。
ま
た
映
画
を
言
語
化
す
る
表
現
行
為
に
伴
う
映
画
製
作
者
と
受
容
者
の
相
互
交
流
に
も
論
及
す
る
。

第
Ⅱ
部
で
は
谷
崎
の
映
画
製
作
体
験
が
原
案
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
小
説
を
取
り
上
げ
、
映
画
を
製
作
―
消
費
す
る
現
場
で
発
生
す

る
欲
望
の
サ
イ
ク
ル
を
論
じ
る
。
第
四
章
で
読
む
「
肉
塊
」（
一
九
二
三
年
一
月
一
日
―
四
月
二
九
日
）
は
芸
術
を
志
す
新
進
の
映

画
監
督
が
女
優
の
誘
惑
に
よ
り
堕
落
し
て
ブ
ル
ー
・
フ
ィ
ル
ム
製
作
に
至
る
物
語
だ
が
、
こ
こ
で
女
優
の
身
体
と
映
画
の
存
在
論
が

相
似
的
に
語
ら
れ
る
さ
ま
を
炙
り
出
す
。
第
五
章
で
扱
う
、
映
画
監
督
・
女
優
・
観
客
の
奇
妙
な
関
係
を
め
ぐ
る
小
説
「
青
塚
氏
の

話
」
に
つ
い
て
は
、
女
優
へ
の
欲
望
が
映
画
産
業
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
駆
動
さ
せ
、
そ
の
な
か
で
主
体
が
観
客
へ
と
移
っ
て
い
く
さ
ま

を
論
じ
る
。
両
作
の
検
討
を
通
し
て
製
作
者
と
受
容
者
の
力
学
を
揺
さ
ぶ
る
〈
恐
る
べ
き
映
画
〉
の
本
質
を
考
察
す
る
。

第
Ⅲ
部
で
は
、
映
画
を
直
接
的
主
題
と
し
な
い
小
説
群
に
お
い
て
〈
夢
〉
や
〈
記
憶
〉
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
も
っ
て
表
象
さ
れ
た
映

画
の
在
り
方
を
検
証
す
る
。
第
六
章
で
は
映
画
的
想
像
力
の
根
源
で
あ
る
魔
術
が
描
か
れ
る
「
魔
術
師
」（
一
九
一
七
年
一
月
）
を

対
象
に
、
近
代
的
な
視
覚
中
心
主
義
に
対
す
る
身
体
性
の
復
権
を
論
じ
る
。
第
七
章
で
は
、
落
魄
し
た
作
家
エ
モ
リ
の
手
紙
と
い
う

体
裁
を
と
る
「
ア
ヹ
・
マ
リ
ア
」（
一
九
二
三
年
一
月
）
に
お
い
て
、
エ
モ
リ
が
三
本
の
セ
シ
ル
・
Ｂ
・
デ
ミ
ル
映
画
を
批
評
す
る

場
面
を
焦
点
化
し
、
映
像
資
料
と
の
照
合
か
ら
語
り
の
実
相
に
迫
る
。
さ
ら
に
当
該
の
記
述
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
記
憶
論
と
を
照
合
し
、

映
画
メ
デ
ィ
ア
が
持
つ
過
去
性
を
論
じ
る
。
第
八
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
映
画
化
を
中
心
に
議
論
さ
れ
て
き
た
「
春
琴
抄
」
を
俎
上
に

載
せ
、
谷
崎
が
提
出
し
た
映
画
化
の
構
想
を
も
と
に
〈
盲
目
〉
の
視
野
の
映
画
性
を
検
証
す
る
。
ま
た
大
正
期
の
谷
崎
が
固
執
し
た

プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
内
実
に
批
判
的
検
討
を
加
え
、
映
画
的
な
〈
イ
デ
ア
〉
の
表
象
の
問
題
を
論
じ
る
。

以
上
か
ら
、
小
説
家
谷
崎
を
魅
し
、
彼
の
身
体
を
通
し
て
語
ら
れ
た
映
像
の
存
立
的
基
盤
と
危
う
い
ま
で
の
強
度
の
内
実
を
明
ら

か
に
し
た
い
。


